
POST CARD

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

総社市役所企画課
秘書広報係 行
(広報そうじゃ編集室）

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所

TEL（　　　　　 ）　　　－
FAX（　　　　　 ）　　　－

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

※年齢まで記載させていただきます。

※サンロード吉備路ペア入浴券の当選者は賞品の
　発送をもって発表にかえさせていただきます。

年齢／　　　　歳　　 性別／　　男 ・ 女
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読者のページ読者の皆さんから届いたお便りなどを紹介します

◎広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、総社市への思い、あなたの身近な出来事、絵ハガ
キなど好きなことをお書きください。お便りをくださった方の中から抽選で、サンロード吉備路・ペア
入浴券を３名様へプレゼント。応募締切は、１０月２０日E（当日消印有効）です。

今月の表紙

今年、金婚式を迎えた加藤さんご
夫妻。戦争で負傷した足で今なお
ネオ・マスカットを栽培している
哲夫さんは「今までいろいろと助
けてくれてありがとう」と文子さ
んに感謝の言葉を贈ります。「いつ
までも元気でいてくださいね」と
文子さん。この地で生まれ、この
地を愛した哲夫さんに優しく語り
かけます。「戦争のない平和な世界
でありますように」と哲夫さん。
「つらいときもあったけど、今は
大勢の家族に囲まれて幸せです」
と文子さん。二人で歩んできた長
い歳月を、笑顔で振り返りました。

加藤哲夫・文子さん ご夫妻

（刑部）

INFORMATION 市役所の休日や夜間の電話 92-8200 ☆お知らせのページ

あ なたの知らない政治の世界永田町インサイド

問い合わせ 市図書館（1(3４４２２） 開館時間 ９：００～１８：００
休館日 １０月１０日、１１日、１７日、２４日、３１日、

１１月３日、７日、１４日、２１日

●りんご読書会
日時　１０月１９日d、午後２時から
本 『御書物同心日記

おしょもつどうしんにっき

』出久根達
郎・著
講師　難波聖爾
●おとぎのへやまつり
日時　１１月５日g、午後３時から
内容 大型絵本、エプロンシアター、
パネルシアター、人形劇
●古い本・雑誌のリサイクル
日時　１１月６日a、午前１０時か
ら午後４時まで
対象 市内に在住の人
内容 図書館にある古い本や雑誌を
無料で提供

水 道 修 繕 当 番

休 日 の 当 番 医

図 書 館 か ら図 書 館 か ら図 書 館 か ら

［図書館で行われる催し物］

［自動車文庫巡回日程（１０月～３月）］
分野 書名 著者・出版社名

宗教　神の発見　 五木寛之・著　平凡社

社会　戦争体験は無力なのか　 石川真澄・著　岩波書店

教育　ことば育ちは心育て

岩元昭雄・岩元甦子・著　かもがわ出版

民俗　図説着物の歴史　 河出書房新社

科学　もしイヌに風船をつないだら・・・？　

マーシャル・ブレインとハウ・スタッフ・ワークス・著　化学同人

家庭　下ごしらえ便利事典　 成瀬宇平・著　柴田書店

家庭　ボタンマニア　 文化出版局

家庭　食べることの心理学　 有斐閣

商業　叛骨の集団　 山崎潤一郎・著　日経BP企画

芸術　北斎の冨嶽三十六景　 大久保純一・著　小学館

健康　知らないうちにエクササイズ　 山岡有美・著　草思社

文学　でいごの花の下に　 池永陽・著　集英社

文学　環流　 稲葉真弓・著　講談社

文学　四つの嘘　 大石静・著　幻冬舎

文学　空獏　 北野勇作・著　早川書房

文学　朱雀の闇　 高野裕美子・著　光文社

文学　あなたが名探偵　 東京創元社

文学　八丁堀春秋　 花家圭太郎・著　集英社

文学　社長の顔が見たい　 曽野綾子・著　河出書房新社

文学　かたみ歌　 朱川湊人・著　新潮社

文学　若草姫　 高橋義夫・著　中央公論新社

文学　ホームタウン　 小路幸也・著　幻冬舎

文学　アムニジアスコープ　

スティーヴ・エリクソン・著　集英社

文学　骨と髪　 レオ・ブルース・著　原書房

［今月の新刊］

日本経済新聞社

消費税率、年金問題、憲法改正など、日本
人の運命が決められる永田町。さまざまな
エピソードを交え、リアルな政治の仕組み
を解説した、とびきり面白い永田町ガイド。
『日本経済新聞』の「政治面」掲載記事に加
筆再構成し単行本化。

フランク・アシュ文・絵　童話館出版

お母さんの９匹のこどものなかで、ぼくは、
さいごに生まれた。おっぱいをのめたのも、
目が開いたのもさいご。そして、兄弟は
次々ともらわれていった。ぼくは眠れなか
ったよ。だって心配だったんだ。ぼくの番
がくるのかなあ？

さ いごのいぬ

駐車場名 駐車時間 10 11 12 １ ２ ３

久米公会堂 １４：３０～１５：００

ショッピングプラザまえだ１５：１５～１５：４５ ４ １ ６ 17 14 ７

東公民館服部分館１６：００～１６：３０

昭和公民館下倉分館１５：３０～１６：００ ５ ２ ７ 11 １ ８

昭和出張所 １３：３０～１４：３０

清梁園 １５：００～１５：２５ ６ 10 １ ５ ２ ９

昭和公民館水内分館１５：３０～１６：００

常盤たんぽぽ児童クラブ１３：２０～１３：４０

下三輪山本氏作業所１４：００～１４：３０ １ ５ ３ ７ ４ ４

桃山団地集会所 １５：００～１６：００

大谷公会堂 １４：３０～１５：００
18 ８ 13 24 21 14

西公民館秦分館 １５：３０～１６：３０

東阿曽公会堂前 １４：３０～１５：００
12 ９ 14 18 ８ 15

東公民館阿曽分館１５：３０～１６：３０

豪渓駅前 １４：３０～１５：００ 13 17 ８ 12 ９ 16
中央公民館池田分館１５：３０～１６：３０

ゆめタウン １５：００～１５：４０
７ 11 ９ 13 10 10

西公民館神在分館１５：４５～１６：３０

日羽公民館 １０：３０～１１：３０

西公民館新本分館１４：００～１４：３０
２ ６ ４ ８ ５ ５

泉北公園 １５：００～１５：２５

泉集会所 １５：３０～１６：３０

西公民館山田分館１３：３０～１４：００

あおいハイツ集会所１４：３０～１５：００ 19 16 21 25 15 22

西公民館久代分館１５：３０～１６：３０

旧ＪＡ三須支店 １０：３０～１１：３０

槁集会所 １４：００～１４：２０
16 20 18 22 19 19

昭和公民館富山分館１４：４０～１５：００

種井公会堂 １５：２０～１５：４０

８
月
２８
日
A
、
総
社
宮
境
内

で
「
力
石
総
社
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
１.

９
o

か
ら
１
８
０
o
ま
で
の
２３
種
類

の
力
石
を
持
ち
上
げ
て
力
試
し

を
す
る
イ
ベ
ン
ト
。
今
年
も
約

２
５
０
人
の
老
若
男
女
が
参
加

し
、
熱
い
夏
の
一
日
を
楽
し
ん

だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

力
石
と
は
、
江
戸
中
期
か
ら

昭
和
の
初
期
ご
ろ
ま
で
地
域
の

娯
楽
と
し
て
全
国
で
行
わ
れ
て

い
た
お
祭
り
で
す
。
昔
は
、
米

一
俵
（
６０
o
）
を
持
ち
上
げ
る

こ
と
が
大
人
の
証
明
で
あ
り
、

湾
岸
労
働
者
に
お
い
て
は
賃
金

の
目
安
に
も
な
っ
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
。
総
社
宮
に
あ
る
力

石
は
弘
化
４
年
（
１
８
４
７
年
）

に
奉
納
さ
れ
、
相
撲
の
巡
業
で

相
撲
取
り
が
力
比
べ
を
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

平
成
の
力
石
は
、
子
供
た
ち

の
成
長
の
証
、
大
人
の
健
康
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
、
家
族
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
子
供
た
ち
は
、

あ
ん
な
重
い
石
を
持
ち
上
げ
る

大
人
は
す
ご
い
と
い
う
感
動
も

与
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
佐
野
誠
さ
ん
・
４９
歳
）

●

総
社
の
夏
の
名
物
イ
ベ
ン
ト
力

石
。
人
気
の
秘
密
は
、
そ
ん
な
と

こ
ろ
に
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

地
区
の
児
童
た
ち
が
一
生
懸

命
書
い
た
習
字
や
絵
を
貼は

っ
た
行
灯

あ
ん
ど
ん

が
、
ほ
の
か
照
ら
す

賀
茂
神
社
（
山
田
地
区
）
の
階

段
。
こ
こ
を
上
る
と
立
派
な

茅
輪

ち
の
わ

が
据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
役
員
の
方
々
が
、
天

神
様
（
夏
祭
り
）
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
連
日
の
猛
暑
の
中
、
刈

り
取
っ
て
き
た
も
の
。
無
病
息

災
を
願
い
な
が
ら
、
男
性
は
右

回
り
、
女
性
は
左
回
り
に
そ
れ

ぞ
れ
３
回
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

や
ぐ
ら
か
ら
の
「
ハ
ー
リ
ャ

ー
サ
ー
ヨ
ー
イ
ヤ
サ
」
の
掛
け

声
と
太
鼓
や
三
味
線
の
リ
ズ
ム

も
軽
や
か
に
、
天
神
祭
り
は
最

高
潮
。
高
齢
者
か
ら
か
わ
い
い

浴
衣
姿
の
幼
児
ま
で
が
や
ぐ
ら

を
囲
み
「
松
山
踊
り
」
や
「
ヤ

ト
サ
」
を
楽
し
そ
う
に
踊
っ
て

い
ま
し
た
。
金
魚
や
か
き
氷
な

ど
の
出
店
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

抽
選
会
な
ど
で
さ
ら
に
盛
り
上

が
り
、
お
盆
の
里
帰
り
の
人
た

ち
も
交
わ
り
「
久
し
ぶ
り
じ
ゃ

な
ー
。
元
気
じ
ゃ
っ
た
ー
」
と

笑
顔
の
輪
。
小
さ
な
こ
の
夏
祭

り
も
今
年
で
３０
回
目
を
数
え
ま

し
た
。（
市
政
モ
ニ
タ
ー
・
渡
辺

美
智
子
さ
ん
）

●

皆
さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
笑
い
声

が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
規
模

は
小
さ
く
と
も
笑
顔
が
集
う
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
夏
祭
り
。
地
区
の
宝

で
す
ね
。


